
◆６６ｍｍＸ２７．７ｍｍＸ２．０ｍｍの薄型サイズです。

  （画面５４．７ｍｍＸ１０．８ｍｍ）

◆画面コントラストはコマンドで設定しますので、外付けＶＲが不要です。

◆電源電圧は３．１Ｖ～５．５Ｖで、Ａｒｄｕｉｎｏ等との接続が可能です。

◆接続に便利な２．５４ｍｍピッチへの変換基板付きです。

　（セットによっては、変換基板は付属しない場合があります）

◆低消費電流です：１ｍＡ＠３．３Ｖ

  （液晶本体のみの消費電流　変換基板使用時のプルアップ 抵抗消費分を除く） 

◆接続回路例（変換基板回路図）

 

　●ＬＣＤモジュールのピンを上側にして、左から１～９ピンになります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 ZETTLER DISPLAYS      AQM1602XA-RN-GBW  AQM1602XA-RN-GBW  

Ｉ２Ｃ接続薄型１６文字 x２行液晶
              Sitronix  ST7032   CONTROLED



◆データとコマンドのＷＲＩＴＥ方法　　　　　　　　　　　
・ＬＣＤに対しては、書き込み（ＷＲＩＴＥ）のみが出来ます。読み込み（ＲＥＡＤ）はできません。

  （Ｉ２ＣのＡＣＫはあります）。

・ＲＥＡＤが不可なのでＢｕｓｙフラグ、内部のＤＤＲＡＭアドレスカウンタは読み取る事ができません。

・スレーブアドレスは０ｘ７Ｃ（７ｂｉｔアドレス）です。「アドレス０１１１１１０＋０（ＲＷ）」

　（ＲＥＡＤが不可なので、ＲＷは常に０になります）Ａｒｄｕｉｎｏ表現では０ｘ３Ｅになります。

・スレーブアドレスに続くコマンドワードは「コントロールバイト＋データバイト」で構成され、複数のコ

　マンドワードが送られる場合のＣｏ＝１で、最終コマンドワードのＣｏ＝０です。

・コントロールバイトで「Ｃｏ（連続コマンドワード／最終コマンドワードの指定）」と「ＲＳ（液晶のイ

　ンストラクションコード／液晶のデータ指定）」を送信します。

・コントロールバイトの後に続くデータバイトが「液晶のインストラクションコード」の場合ＲＳ＝０、

　「液晶の表示データ」あるいは「ＣＧＲＡＭのデータ」の場合はＲＳ＝１になります。

◆使い方 
・接続はＩ２Ｃ接続です。ＳＤＡ、ＳＣＬをマイコン等と接続してください。

　（ＶＤＤは３．１Ｖ～５．５Ｖです。ＳＤＡ、ＳＣＬはＶＤＤ以下の電圧でご使用ください）

・基本的なコマンドは、一般的なパラレル接続のＳＣ１６０２と同じです。

　Ａｒｄｕｉｎｏでお使いの場合は、Ｗｉｒｅコマンドをお使いください。

・コントラストは、外付けＶＲではなく、拡張コマンドで設定します。設定前は表示が出ません。

　（パラレル接続のＳＣ１６０２の様な■の連続も出ません）

・コントラスト調整などの拡張コマンド（前掲 DISPLAY INSTRUCTION TABLE のＩＳ＝１の表）

　が追加されています。

　拡張コマンドを使用する場合は「Function Set」で「ＩＳ＝１」に指定します。拡張コマンド使用後は

 　「Function Set」で「ＩＳ＝０」に戻します。

・Ｉ２Ｃ端子のＳＤＡ、ＳＣＬはプルアップする必要があります。変換基板をお使いの場合はソルダジャン

　パーを使用してプルアップしていただくか、あるいは基板外部にプルアップ抵抗を接続してください。

・変換基板を使用しない場合は接続回路例に示すようにＶＯＵＴ（６番ピン）、ＣＡＰ１Ｎ、ＣＡＰ１Ｐ

　（７，８番ピン）には、コンデンサを付ける必要があります。

・コントラスト調整は、拡張コマンド「Power/ICONcontrol/Contrast set」のＣ５、Ｃ４と

　「Contrast set」のＣ３～Ｃ０を使用し、６４段階で設定します。ＶＤＤ＝５Ｖの場合、Ｃ５＝１、Ｃ４

　＝０、Ｃ３＝０、Ｃ２＝０、Ｃ１＝１、Ｃ０＝１で少し濃い目ぐらいです。

・拡張コマンド「Power/ICONcontrol/Contrast set」の「Ｉｏｎ」ビットはアンテナやバッテリーなど

　のアイコン表示の為のビットです。この液晶にはアイコンがありませんので、０に設定してください。

◆変換基板外形図（セットによっては基板は付属しておりません）

　ピンヘッダ穴径０．９ｍｍ、LCD モジュールピン穴径０．６mm

　 

 ◆変換基板裏面

　ハンダジャンパーパッドの説明

　ＳＣＬ、ＳＤＡ信号線に、この基板上の

　プルアップ抵抗（１０ｋΩ）を接続する

　場合は、右図のパ

　ッド２箇所にハン

　ダを盛ってショー

　トさせてください。

　（この２ヶ所同士

　はショートしない

　ようお気を付け下

　さい）

　変換基板外部にプル

　アップ抵抗を接続する場合は出荷時のまま

　にしておいてください。

　ハンダジャンパーは不要です。　

　　

◆液晶表示　ＤＤＲＡＭアドレス(液晶画面の表示アドレスです）１６進表記
１行目 00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 0A 0B 0C 0D 0E 0F

２行目 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 4A 4B 4C 4D 4E 4F

◆インストラクション（液晶への命令）

◆Ａｒｄｕｉｎｏとの接続　
・基本的なＷｉｒｅコマンドで制御できます。・Ｉ２Ｃアドレスは０ｘ３Ｅです

・ＡｒｄｕｉｎｏのＡ４、Ａ５、５Ｖ、ＧＮＤを、液晶のＳＤＡ、ＳＣＬ、ＶＤＤ、ＧＮＤと接続します。

　　　

//データ書き込み
void writeData(byte t_data)
{
  Wire.beginTransmission(LCD_ADRS);
  Wire.write(0x40);
  Wire.write(t_data);
  Wire.endTransmission();
delay(1);
}
//コマンド書き込み
void writeCommand(byte t_command)
{
  Wire.beginTransmission(LCD_ADRS);
  Wire.write(0x00);
  Wire.write(t_command);
  Wire.endTransmission();
delay(10);
}

#include <Wire.h>
#define LCD_ADRS 0x3E 
char moji[] ="AQM1602XA-RN-GBW";
//SCL=A5=LCDNo2  SDA=A4=LCDNo3
void setup() {
Wire.begin();
init_LCD();
}
void loop() {
  for(int i = 0; i < 16; i++) {
    writeData(moji[i]);
  } 
writeCommand(0x40+0x80); // 2LINE TOP 
  for(int i = 0; i < 16; i++) {
    writeData(i+0xb1);
  } 
while(1){}//stop
}
//----main end----

★液晶に内蔵のコントロールＩＣ「ＳＴ７０３２ｉ」の詳しい資料は、弊社

　ホームページのＡＱＭ１６０２のページに参考ｐｄｆ資料がございます。

 ◆初期化の例

//液晶初期化
void init_LCD() {
delay(100);
writeCommand(0x38);
delay(20);
writeCommand(0x39);
delay(20);
writeCommand(0x14);
delay(20);
writeCommand(0x73);  
delay(20);
writeCommand(0x56);
delay(20);
writeCommand(0x6C);
delay(20);
writeCommand(0x38);
delay(20);
writeCommand(0x01);
delay(20);
writeCommand(0x0C);
delay(20);
}


